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疾患プロテオゲノム研究センター  
１Ｆ交流ホール  

德島大學基因組硏究中心遺傳子實驗施設第壱百参四拾回特別講演會	�

塩見春彦教授と塩見美喜子教授は、ＲＮＡサイレンシングとよばれる遺伝子発現制御機構
の研究を牽引する国際的リーダーです。本センター出身者のなかで最も気を吐く学者とも
いえます。この度、ご来学いただく機会を得ましたので、特別講演をお願いいたしました。
多数のご来聴をお待ちしております。	

問合先：疾患プロテオゲノム研究センター生命システム形成分野/大学院医科学教育部免疫系発生学                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             
高浜洋介（x9452, takahama@genome.tokushima-u.ac.jp）	
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